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■は局きち九条の会は、戦争放棄の憲法9条を守り、永久に「戦争をし
露 ない国・日本」であることを願って活動する自由な市民の会です。 支持政党や

｜宗教を問わず、何の拘束もなく、匿名でも入会できる気軽な会です。

■結成は2005年12月ですから、今年で16年目。■会員は南相馬市原町区を

q会のシール(デザイン：朝倉悠三さん） 中心に391名。年会費は千円です。

＝

○5月3日憲法記念日"護憲チラシ"の全市新聞折り込みは実施
これは、本会の憲法記念日恒例の活動で、今年で9年目を数えます。全市全新聞に折

り込みますが、広く市民の皆さんに見ていただきたい“護憲チラシ”です。

○市成人式は1月から5月2日に変更されていましたが､さらに11月
23日に再延期となりました。そのため本会の成人式の“憲法チラシ”

の手配りも延期です。事務局会では「コロナ禍の中、お互いに罹患したら大変です。

無理せずに注意しながら活動しよう」と話し合っています。皆さんもご自愛ください。

芦凄茜迄,該Z′よう′流民の暮葛1坂…の勝です′

環境省が断念＜常磐道4車線化の汚染土使用＞
環境省は、小高区羽倉はのくら地区の常磐道4車線化、盛り土として原発事故の除染・汚染土を利用

しようと計画しましたが、この程、住民の猛反対で断念に至りました。市民一丸となり、私たち「は

らまち九条の会」も署名活動などを行った反対運動の成果です。ご協力ありがとうございました。
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東日本大震災から10年 霧災･原発事故後10年の原町の"詩”
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l▲無線塔があった頃の"原町"(写真:洲崎竹次郎氏）
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